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占
い

に

関

す
る

書
物
の

需
要
が

高
ま
っ

た
。

「

東

方
朔
」

や

大
雑
書
は
、

そ
の

先

駆

的
な

も
の

で

あ
っ

た
。

幕
府
の

天

文
方
が

制

作
し

た

暦
も
、

種
々

の

暦
注
を

満
載
し

て

い

た

ゆ

え
に

、

庶
民
の

暦
注
へ

の

関
心
は

、

近

世
を

通
じ

て

持
続
し
て

、

膨

大
な
暦
注
や

暦
占
い

に

関
す
る

書
物
を
生

み

出
し

て

い

っ

た
。

こ

の

よ

う
な

流
れ

を

念
頭
に

お

け
ば

、

著
者
の

研

究

は
、

「

陰

陽
道
」

の

民

俗
学
的

研
究
で

は

な

く
「

暦
」

の

民
俗
学
的
研

究

と
し
て

理

解
す
べ

き
で

あ
る

。

　
本

書
を

読
み
、

著

者
が

い

か

に

民
俗

学
の

立

場
を

維
持
し
て

、

民
俗
学

の

王

道
を

歩
ん

で

い

る

か

と
い

う
こ

と
と

、

民
俗
学
の

外
に

自
ら
を

投
企

し
て

、

広
い

学
術
の

肚
界
（
と

く
に

円

本
史
学、

文
学
研
究）

と
の

交
流

に
身
を
さ
ら
し

て

き
た

の

か
と
い

う
こ

と
を

知
る

こ

と

が
で

き
た

。

相
反

す
る
志
向

性
が

本
書
に

も
刻

印
さ

れ
て

い

て
、

斬
新
さ
と

古
風
さ、

工

道

と

周

縁
、

過
去
と

現
在
が
せ
め

ぎ
あ
っ

て

い

る
。

暦
占
い

、

暦
注
の

知

識

が
も
つ

文

化
史
的
な
意
義
を

確
認
さ
せ

た
点
で

、

そ
し
て

書
物
の

民
俗
化

と

い

う
コ

ペ

ル

ニ

ク
ス

的
な

転
換
を、

身
を
も
っ

て

示
し
た

点
で
、

本
書

の

価
値
は

限
り
な

く
大
き
い
。

あ
と

が
き
に

お

い

て

本

書
は
、

恩

師
で

あ

る
宮
出
登
に

捧
げ
ら
れ
て

い

る
。

宮
田
に

学
び

、

宮
田

民
俗
学
を
こ

え
た

研
究

者
と
し

て

著
者
の

名
前
は

、

民
俗

学
の

長
い

歴
史
に

刻
ま
れ
る

こ

と

に
な
ろ

う
。

川

村
清
志
著

『

ク

リ

ス

チ
ャ

ン

女
性
の

生

活
史

　

　
　

　

「

琴
」

が

歩
ん

だ
日

本
の

近
・

現
代

』

　
青
弓
社

二

〇

＝
年
一

月
二
一

日
刊

四

六

判

　
二

九
二

頁

　
二

〇

〇
〇

円
＋

税

川

　
又

　
俊
　
則

　
キ

リ
ス

ト
教

研
究
者
で

は

な
い

著
者
が

非
宗
教
出
版
社
で
一

般
向
け
に

刊
行
し

た

本
書
を
、

『

宗
教
研

究
』

誌
「

書
評
と

紹
介
」

欄
で

取

り
上

げ

る

こ

と
は
、

た
い

へ

ん

喜
ば

し
い

。

評
者
に

任
じ

ら
れ

た
こ

と
を

光
栄
に

思
い
、

微
力
で

は

あ
る

が
、

以
下
の

記
述
を

持
っ

て

任
を
果
た
し
た
い

。

序
　
章

第
1
章

第
2
章

第
3
章

第
4
章

第
5
章

第
6
章

終
　
章

ラ

イ
フ

ヒ

ス

ト

リ

ー

と
い

う
物
語

出
生
か
ら

入
信
ま
で

信
仰

結
婚

牧
師
の

妻

戦
争
の

闇、

栄
の

出

征

夫
の

死、

新
た

な
出
発

老
い

の

足

跡

祈
り
の

果
て

に

　
こ

れ
が
本
書
の

章
立
て

で

あ
る

。

第
−

章
か

ら

第
6
章
に

か

け
て

、

あ

る

個
人
（
丸
山

琴
）

の

生

活
史
が

丁

寧
に

描
か

れ
た

本
編
と
、

方
法
論
の

106（728）
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議
論
や

キ

リ
ス

ト
教

各
教

派
等
の

説
明
を
し
た

序
章、

そ
し
て

最
晩

年
を

簡

潔
に

記
し
た

終

章
か

ら

構
成
さ
れ
て

い

る
．

序
章
の
一

部
お
よ

び

第
−

章
か

ら

第
4
章
ま
で

は
、

著
者
の

勤
務

校
の

紀
要

『

比

較
文

化
論
叢
」

（

札

幌
大
学

文
化
学

部
紀
要）

第一
．

十

　．
．
レ

ニ

巻
（
二

〇

〇
七

−
二

〇

〇
八

年）

に

掲

載
さ
れ

た

内
容
に、

加
筆

修
正
が

な

さ
れ

た

も
の

で

あ

り
、

第
5
章、

第
6
章
お
よ

び

序
章
の
一

部
は

、

本
書
用
に

書
き
ド
う

さ

れ
た
と
思

わ

れ

る
。

　

丸
山

琴
と

い

う
一

人
の

キ

リ

ス

ト

教
信
徒
が
本

書
の

キ
入

公
で

あ
る

。

彼
女
は

近

現
代
凵
本
を
一

世
紀
に

亘
っ

て

生

き
た

。

彼

女
お

よ

び

親
族
等

関
係

者
へ

の

聞
き
取
り、

彼
女
や

夫
が

書
き
残
し
た
文

書、

教
会
関
係

文

書
等
が

主
た

る

資
料
で

あ
る

。

そ

れ

ら
を

も
と

に

彼
女
の

人
生
の

軌
跡
が

丁
寧
に

記

述
さ

れ
て

い

る
。

主
に

名
古
屋
と

奈
良
で

過
ご

し
た

彼
女
の

生

活
史
を
見
る

こ

と
は
、

同
時
に、

地
域
や

社
会
状
況

、

そ
し

て
、

大
正
・

昭
和
・

平

成
の

凵
本
キ
リ
ス

ト
教

史
に

か

か

わ

る

様
々

な
状

況
が

垣
間
見

る
こ

と
が

可
能
で

あ
る

。

関
連
写

真
も

適
切
に

使
川
さ
れ

、

そ

の

時
代
背

景
が

う
か
が

い

知
る

こ

と

が

で

き
る

。

　

本
聿
苜

の

概
要．
（

琴
の

生

活
史
概
略
）

を
述
べ

、

そ
の

後
、

評
者
の

視
点

に
よ

る

木

書
の

ポ

イ

ン

ト

に

関
す
る

若

干
の

解
説
を
述
べ

た
い

。

　
一

九
〇
七

年、

佐
伯
琴
は

十
三

人
兄

妹
の

末
っ

子
と

し
て

、

奈
良
市
の

商
家
に

生
ま
れ

た
。

誕
生

日
・

出
生
順
・

卜
三

の

弦
「

琴
」

に

ち

な
ん

だ

名
前
だ
が、

兄

妹
数
名
は

早
世
し
て

お
り

、

物
心
つ

い

た
と

き
に

は

四

人

の

兄

と
三

人
の

姉
だ

け
だ
っ

た
。

商
売
が
軌

道
に

乗
る

と

息
子
に

任
せ

る

父

の

考
え
方
に

よ

り
、

記

憶
に

残
る

だ

け
で

も
十

数
回
転
居
し
た
と
い

う

子
ど

も
時

代
だ
っ

た
。

　

尋
常
・

高
等
小
学
校

後、

琴
は

奈
良

県
女
子
師
範

学
校
に

人
学
し
た．．

友
人
に

も
恵
ま
れ、

映

画
や

公
園

散
策
な
ど

を
楽
し

む
一

方、

四

年
次
の

．

学
期、

付
属
小
学
校
で

教
育
実
習
を

行
っ

た
。

そ
の

と

き、

大
き
な
プ

レ

ッ

シ

ャ

ー

を
感
じ
た

。

同

年
の

夏
休
み

、

キ

リ

ス

ト
教
の

天
幕
伝
道
が

学
校
の

広

場
で

行
わ

れ
た

。

好
奇
心
か
ら

友
人
と

行
っ

て

み

た

彼
女．
は

、

「

人

間
の

罪
と

神
の

赦
し

」

の

説

教
を

聞
き、

「

ば

ん

や

り
し
て

ゐ

た

頭
に

光
を

与
へ

ら

れ
て

道
が
わ
か
つ

た

様
な

気
持
と

不
安
な
気
持
」

（
六
三

頁）

に

な
っ

た．．

彼
女
は
、

実
習

時
の

経
験
に

つ

い

て
、

自
ら

が

罪
入
で

あ
る

に

も
か

か
わ
ら
ず

「

純
真
な

子
ど

も
の

前
に

立
つ

の

が
恐
か
っ

た

の

だ
」

（
六

四

頁）

と

解
釈
し、

そ
の

罪
が

赦
さ
れ
救
わ

れ
る

た

め
、

家
の

近
く

の

奈
良
ホ
ー

リ

ネ
ス

教
会
へ

通
い

出
し

た
。

そ

し
て

三

か

月
足
ら

ず
の

十

月
に

は

洗
礼
を
受

け
た
。

　

師
範
学
校

卒
業
後、

琴
は

県
内
の

尋
常
高

等
小

学
校
に

赴
任
し
た

。

実

家
か

ら
遠
い

の

で

寄
宿
舎
生

活
だ
っ

た

が．
一

年
後
に

転
勤
す
る

と
、

実
家

か
ら

通
え
た

。

寄

宿
舎
生

活
や

牧

師
交

替
で

教
会
か

ら
遠
の

き
そ
う
に

な

っ

た
が
、

冖

人
の

長
老
が

重

ね
て

訪
問

し
て

く
れ
て
、

信

仰
を

持
ち

直
し

た
。

一一
三

年、

牧

師
に

見
合
い

を

勧
め

ら
れ

た
。

二

卜
三

歳
の

琴
は

、

ま

だ

結
婚
を

意
識

し
て

い

な

か
っ

た

が
、

「

好
き
な
人
と

い

う
よ

り
は
、

信

仰
し

て

い

く

た
め

の

人
」

（
八

六
百
○

を

選
び
、

家

族
の

反

対
を

押
し
の

け、

一

度
の

手
紙
の

や

り
取

り
だ

け
で

結
婚
し
た

。

彼
女
は
こ

れ

を

「

信

仰

結
婚
」

と

呼
ぶ

。

士

族
出

身
と

い

う
こ

と
で

身
内
も
認
め

、

翌
年
四
月

一

日
、

名
古
屋
で

簡
素
な

式
を

挙
げ、

新
生
活
を

始
め

た
。

　
夫
と
な
っ

た

丸
山
栄
は

、

一

九
〇

七

年、

鹿
児

島
県
の

丸
山

家
の

六

男

に

生
ま
れ
た
。

兄
妹
の

多
く
は

早
世

し
た

。

高

等
小

学
校
を
終
え
る

と
、

実
家
を

離
れ

大
阪
の

知
人
の

も
と
で

働
い

た
。

そ

の

後、

神
戸
へ

移
り、

（729）107
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フ

リ

ー

メ

ソ

ジ
ス

ト

派
の

路

傍
伝
道
で

キ

リ
ス

ト

教
を

知
っ

た
。

二

六

年

に

洗
礼
を

受
け
た．．

幾
つ

か

の

職
を

転
々

と

し
な
が
ら
、

や
が
て

牧
師
を

志
す
に

至
っ

た

栄
は
、

や

が
て
、

「

行
き
て

戦
へ

」

と

い

う
「

御
声
」

を

聞
き
、

困

難
を

乗
り
越
え

上

京
し

て

神
学
校
に
通

う
よ

う
に
な
る

。

だ

が

一

年
後、

信
仰
に

対

す
る

考
え
が
合
わ

ず
に

退
学
し

、

創
設
さ
れ
た
ば

か

り
の

聖
書
神
学
院
で

伝
道

師
の

資
格
を

得
、

三
一

年
、

名
占
屋
で

の

伝
道

を

指
示
さ

れ、

名
古

屋
聖

書
教
会
に

赴

任
し

た
。

宣
教

師
た

ち
の

伝
道
が

四
年

近
く

続
い

た

教

会
だ
が
、

当
時
の

信
者
は

夫
婦
「

組
だ

け
だ
っ

た
。

そ
の

頃、

栄
へ

琴
が

恩
師
の

牧
師
を
通
じ
て

紹
介
さ
れ
た
の

で

あ
っ

た
．

　

名

古
屋

市
東
区
で

新
居
を

構
え
た
彼
ら
は
、

月
給
四

十
円
で

生

活
し

た

（
退
職
前
の

琴
の

月

給
は

四
十
五

円
）

。

日
曜

礼
拝
出
席
は

、

朝
夕
合
わ
せ

て

多
く
て

十
人

程
度
だ

っ

た
。

琴
の

父

政

吉
は一．一．
一

年
に

逝

去
し
た
が
、

二

人
は

「

偶
像
の

前
に

礼

拝
を

捧
げ
な
い
」

と
い

う
立

場
を

守
ろ

う
と

し

て
、

「

焼
香
」

を

迫
る

親
族
と

厳
し
く

対
立
し
た

。

同
年
に

は

栄
の

手
に

よ

る

初
の

洗
礼

式
で

五

人
が

洗
礼
を

受
け
た

．

　

所
属
す
る

日

本
聖
書
教
会
で

は
、

「

聖
霊
の

バ

プ
テ

ス

マ
」

と
「

異
言
」

が

強

調
さ

れ
る

。

琴
は

牧
師
の

妻
と

し
て

生

活
の

日
々

を

送
る

も
「

異

言
」

体
験
が
な
く、

牧
師
の

妻
が
 

霊
を
受
け
て

い

な
い

の

は

問
題
だ
と

さ
れ、

琴
の

た

め

の

祈
疇
会

が

開
か

れ
た
。

琴

は
ハ

レ

ル

ヤ

を

唱
え

続

け、

ふ

っ

と

意
識
が

遠
の

い

た
。

気
が

付

く
と

「

異
言
」

を

語
っ

て

い

た
。

語

れ
る

よ
う
に

な
っ

た

の

で

あ
る
。

　

栄
・

琴
夫
妻
は
、

二

男
三

女
を
も

う
け
た

（
う
ち
一

男
一

女
は

成
人

前

に

逝
去）

。

琴
は

長
男

誕
生

後
す
ぐ
尋
常

小
学

校
へ

再

就
職
し

た
。

当
時

の

赤
貧
生

活
は
、

断
片

的
に

彼
ら
の

日

記
に

も
記
述
さ

れ
て

い

る
．

栄
の

趣

味
と

実
益

を
兼
ね
た

川
魚
捕
り
は

食
卓
に

貢
献
し
た

。

琴
は
三

八

年
に

退
職
し

、

そ
の

退
職
金
で

上
地
を

買
い

、

畑
を

耕
し
牛
掲
を

育
て

る
な
ど

し
た

。

宣

教
師
と
は
「

度
別
れ
、

再

度
一

緒
に

伝
道
す
る

も、

そ
の

時
は

一

年
経
た
ぬ

う
ち
に
、

宣

教
師
が

逝
去
し

、

信
者
数
も
減
っ

た
。

琴
は
翌

年、
．

冉
度

教
員
に
復

帰
し

た
。

そ
の

採
用

試
験
で

神
社
参
拝
に

対
し
て

反

対
し
な
い

こ

と
の

念

を

押
さ
れ
た

が
、

「

死

活
問

題
だ

か
ら

瞹
昧
に

答
え

た

の

が

苦
し
か

っ

た
」

2
八
七

頁）

と
い

う
。

栄
も
生

命
保
険

外
交
員

と

な
っ

た
が
、

成
績
が
良

く
、

琴
の

月

給
を
上

囘
る

こ

と

も

あ
っ

た
。

そ

し
て

再
度
妊
娠

し
た

琴
は

四

〇

年
末
に

退
職

し、

以

後
、

栄
の

保
険
外
交

員
の

収
入
で

暮

ら
す
よ

う
に

な
っ

た
。

兵

役
検
定
が

丙
種
だ
っ

た

栄
は、

徴
用
の

通

知
が
三

度
来
た

も
の

の
、

一

度
も

行
か

ず
に

す
ん

で

い

た
。

次

男
が

生
ま
れ

た
四

三

年
頃
に

は
、

名
古
屋
で

も
空
襲
が

始
ま
っ

て

い

た
。

四

四

年
十
月、

栄
に

召
集
令
状
が

届
い

た
。

琴
た

ち
の

た

め
生

活
保
護
給

付
を

申
込
み
、

琴
の

実
家
へ

も

挨
拶
し
、

十
．

月
に

出
征
し
た

。

彼
は

遺

書
を

残
し
て

い

た
。

そ
れ

に

よ
れ
ば

「

子
等
は
一

人

残
ら

ず
基
督
教

僧
侶

と
せ

よ
」

「

余
の

墓
は

レ

字
架
に

せ

よ
。

汝
と

菓
を
並
べ

よ
」

「

神、

与
へ

給
へ

ば

斯
る

事
の

許
さ

る

る

所
に

礼
拝
堂
を
建
て

伝
導
館
は

町
の

中
に

せ

よ
」

（
二

〇
四

1
二

〇

五

頁
）

と
、

当
時
の

状
況
に

従
っ

た

文＝．
口

の

な
か

に

も
、

彼
の

意
思
が

見
て

取
れ
る

。

同
年
十
二

月
東
南
海
地

震
が

発
生
し

た
。

翌
年
空

襲
は

ま

す
ま
す
激
し

く
な

り、

琴
は

四

人
の

子
た

ち
と

防
空

壕
に

逃
げ
込

む
生

活
を

続
け
た

。

次

男
は

原

因
不
明
の

体

調
不
良
で

病
院

に

行
っ

た
と
こ

ろ

手
遅
れ

だ
と．

三

口

わ
れ
、

そ
の

後、

一

週
間

足
ら

ず
で

亡

く
な
っ

た
、

著
者
と
の

イ

ン

タ
ビ
ュ

ー

で

は

語
ら

れ
な

か
っ

た
こ

の

出

来

事
を

、

著
者
は

琴
に

と
っ

て

最
も
つ

ら
い

経
験
だ

と

推
察
し
た

。

　

奈

良
の

実

母
よ

り
「

帰
っ

て

来
な
さ
い
」

と

の

ヂ
紙
が

届
き

、

疎
開
を

決
断
し

奈
良
に

戻
る

も
、

姉
夫
婦
・

養
娘
の

先

客
が

あ
り

、

母
、

琴

家
族

108（730）
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を

合
わ

せ

八
人
同

居
暮
ら

し
が
始
ま
っ

た
。

三

間
長
屋
の
一

部
屋
で

終
戦

を
迎
え
た

。

　

親
類
が

し
っ

か

り
し
て

い

る
か
ら
と
生

活
保
護
が
打
ち
切
ら
れ
、

ひ

た

す
ら

待
っ

て

も

栄
は

戻

ら

ず
、

わ

ず
か
な

貯

金
で

暮
ら

し
て

い

た

と

こ

ろ
、

琴
の

許
に
、

四
六

年
四

月、

栄
の

戦
死
の

公

報
が

届
い

た
。

人
前
で

泣
か

な

い

よ

う
に

し
た

琴
だ

が
、

あ
る

と

き
、

誰

も
い

な
い

と

き
声
を

出

し

て

思
い

切
り
祈
っ

た
。

涙
と
と

も
に

声
が

大
き

く
な
り
、

「

誰
の

た
め

に

泣

く、

栄
は

神
の

も
と
で

安
ら

い

で

い

る
。

子
ど
も
た

ち
の

た
め
か
、

『

や
も
め
、

み
な
し
ご

は

忘
れ
給

う
こ

と
は

な
い
』

と

聖
書
に

あ
る

」

（
二

一

六

頁）

と
い

う
声
が

聞
こ

え
た
。

琴
は

そ
の

と

き、

今
後、
「

神
が
主

人
栄
の

代
わ
り
に
、

主
人
と

な

り
養
っ

て

下
さ
る

と
い

う
信
仰
が

湧
い

て

き
た
」

（
二
一

六．
頁）

と
い

う
。

自

ら
生

計
を

立
て

る

こ

と
を

決

意
し、

女
子
青
年

学
校
で

の

勤
務
が

始
ま

っ

た
。

　

同

居

し
て

い

た

姉
は

四
七

年
三

月

に
逝

去

し、

自
ら

も

中
学
校
へ

転

勤、

翌
年
小
学

校
へ

転
勤
し

、

そ

こ

で

は

十
一

年
奉
職
し
た

。

　

奈
良
で

の

所

属
教
会
選
び
は

簡
単
で

は

な
か
っ

た
。

独
身

時
代
に

通
っ

て

い

た

教
会
は

閉
鎖、

栄
の

所
属
教
派
の

教

会
は

大
阪
に
し
か
な
い

た
め

継
続
的
に

通
う
こ

と
は

困
難
だ

っ

た
。

そ
ん

な
と

き、

近
所
の

知
り
合
い

に

誘
わ

れ

奈
良

高
畑

教
会
へ

行
っ

た
。

す
る

と
、

当
時
の

牧
師
を

間
接
的

に

知
っ

て

お
り、

ま
た

長
老
と

も
旧
知
の

間

柄
だ
っ

た

た
め
、

こ

の

教

会

に

通
い

出

し
た

。

結

局、

生

涯、

こ

の

教
会
の
一

信
徒
と

し
て

信

仰
を

貫

い

た
こ

と
に

な
る

。

ア

ラ

イ
ア

ン

ス

教
会
に
属
す
る

宣
教
師
の

伝
道
で

始

ま
っ

た
こ

の

教
会
は

、

奈

良
日

本
協
同

基
督
教
会
と

称
し

、

そ
の

後
、

日

本
基
督

教
団
所

属
と

し
て

続
い

た
。

「

四
重
の

福
音
」

を

唱
え
た

A
・

B
・

シ

ン

プ
ソ

ン

に
よ

っ

て

組

織
化
さ
れ
た

教
派
で

あ

り、

同
じ
く

「

四

重
の

福
音
」

を

信
仰
の

礎
と

し

て

き
た

琴
に

は

受
け
容
れ
や

す
か

っ

た
の

で

あ
る。

し

か
し、

教

団
で

は
「

塞＝．
ロ

の

祈
り

」

を

少
な
く
と
も

公
的
に

は

認
め

て

お

ら

ず、

教
会
等
で

は
＝．
口

う
こ

と

は

な

か
っ

た
。

だ
か

ら
こ

そ、

琴
は

「

時
と

場
所
を
か

ま
わ

ず
祈
っ

て

い

た
」

〔
二、
二

六

頁）

の

か

も
し

れ
な
い
。

「

た

だ

『

ハ

レ

ル

ヤ
」

、

「

ハ

レ

ル

ヤ
』

と

繰
り
返

し
て

い

た
」

4
主
よ

主

よ
』

と

す
さ

ま
じ

く
響
き

渡
る

声
で

祈
っ

て

い

た
」

（．
一

．
二

六

頁）

と

記
憶
す
る

娘
た

ち
は
、

そ
の

姿
を
見
て

、

や

が

て、

信
仰
を

継
承
し

て

い

く。

二

人
の

娘
は

中
学
生
に

な
っ

て

教
会
に

通
い

出
し

、

洗

礼
を

受
け
て

い

っ

た
。

小
学

校
教
員
と

し
て

多
忙
を
極
め
た

琴
は
、

子

育

て

に

お

い

て

は

放
任
主

義
を

貫
い

た
。

「

あ
ん

た

ら

の

こ

と
は

神
様
に

任

せ

て

あ
る
」

（

二

三

三

頁）

の

言
に

そ
の

考
え
は

集
約
さ
れ
て

い

る
。

そ

の
一

方
で
、

琴
は

子
ど

も
た

ち
に

対
し
て

「

自
ら
の

祈
り
に

は

神
は

必
ず

応
え
て

く
れ

る
」

（、
一
二
，

頁）

と
い

う
信
仰
に

も
と
つ

い

て

対
応
し

て

い

た
。

そ
の

結
果、

子
ど

も
た
ち
は

全

員
信
徒
に

な
っ

た
。

長
男
は

高
校

卒
業
後、

浜
松
で

仕
事
を
し

て

い

た
が
、

奈
良
に

戻
っ

て

結
婚
し

、

印
刷

業
社
に

勤
務
し
た

．

什

事
を

言
い

訳
に

教
会
か

ら

遠
の

い

て

い

た
彼
は

、

や
が
て、

自
ら
の

病
や

琴
の

送
迎
を

通
じ

て
、

教
会
長
老
を
も

務
め
る

に

至
っ

た
。

長
女
は

高
校

卒
業
後
公

務
員
を

経
て

結
婚、

教

会
学
校
・

婦
人

会
な
ど
の

奉
仕
を
続
け、

教

会
長
老
も

務
め

た
。

次
女
は

大
企

業
に
就
職

後、

保

育
士
を

経
て、

夜
学
に

通
い

教

員
免
許
を

取
得
し、

奈
良
県
の

採

用
試
験
に

合

格
し
、

小
学
校

教
員
と

な
っ

た
。

夫
を

甲
世
す
る

も、

三

人

の

子
ど

も
に

恵
ま
れ
、

そ

の

う
ち
の

一

人

は
牧

師
に

な

っ

た
（
他
の
一

人

が

著
者）

。

　

五
一

年、

琴
の

母
は

八

二

歳
で

逝

去
し
た

。

六
一

年
に

退

職
し

た

琴

は
、

そ
の

後
数
年
問、

非
常
勤
講
師
を

続
け
た

も
の

の
、

多
忙
な
生

活
か

（731）109
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ら

よ

う
や

く

解
放
さ
れ

た
。

四

十

年
近
く

牧
会
し
て

い

た

牧
師

が
隠

退

し、

新
し
い

牧

師
を

迎
え
た

教

会
で

、

琴
は

婦
人

会
員
や

役
員
会
一

員
と

し
て

支
え
た

。

教
員
を

完
全
に

辞
し
た

六

四

年
か
ら

六

九

年
ま
で

は

執

事、

ヒ
Q
年
か
ら

七
九

年
ま
で

は

長
老
を

務
め
た
。

「

退
職

後
の

十
年
か

十
五

年
が
い

ち
ば
ん

楽
が

で

き
た
」

（ 、

∵
ハ

○

頁
）

と
い

う
語
り
に

あ
る

よ

う
に
、

子
ど

も
た

ち
が

他
出
し

、

教
員
時
代
の

友
人
や
教
会
の

信
徒
と

各
地

を
旅
行
が
で

き
る

く
ら

い

自
由
な

時
間
を

得
た
の

で

あ
る

。

大
病
後

の

九
〇

年
に

は
、

初
の

海
外
旅

行
と
し

て

孫
が

滞
在
す

る
台

湾
に

も
行
っ

て

い

る
。

信
仰

活
動
も
熱
心
で
、

八
〇

年
に

は
、

七
〇

歳
前
後
の

婦
人
会

員
の

「

ハ

ン

ナ

会
」

を

作
っ

た
。

礼
拝
後
の

ス

ト
ー

ブ

を
囲
む
井

戸
端
会

議
を

き
っ

か
け
に

「

祈
り

」

を

行
う
会
だ
っ

た
。

月
ご
と

に
祈
り
の

課
題

を
決
め
、

泊
ま

り
込
み

の

会
な
ど

も

催
し

な
が
ら

活
動
を
続

け
た

。

そ
し

て、
．

一
〇
〇

八

年
九

月
十
、

日、

百
歳
の

生

涯
を
終
え
た

。

　

と

く
に

評
者
が

注
目

し
た

の

は
、

琴
と

栄
の

受

洗、

父

の

逝

去、

異

一
三
口 、

夫
を

失
っ

た

直

後
の

四

つ

の

出
来

事
で

あ
る

。

そ
れ

ぞ
れ
ユ

ニ

ー

ク

な
経

験
だ
と

感
じ

た
。

ま
た
上

記
は

琴
の

概
略
な
の

で

あ
え
て

触
れ

な

か

っ

た

が
、

時
代
背
景
や

教

派
的
特
徴
に
つ

い

て
、

随
所
で

、

栄
の

説
教
等

を
通
じ

て

描
か

れ

て

い

た
こ

と

も
指
摘
し
て

お
き
た
い

。

　

さ
て
、

「

近
現
代
に

お

け
る

キ

リ
ス

ト

教
の

実

証
研
究
」

と

い

う
観
点

か

ら

の

本

書
を
見
る

と
、

次
の

数
点
で

注
目
さ

れ

よ

う
。

　

ま
ず、

本
事
例
は

戦
前
の

ホ

ー

リ
ネ
ス

の
一

教
派
の

信
者
を
取

り
上

げ

て

お
り、

近
現

代
の

日

本
キ
リ

ス

ト
教
史
へ

新
た

な

知
見
を

与
え
て

く
れ

る
。

同
時
に、

戦

前
戦
後
の

キ

リ
ス

ト
教

界
に

お
け
る

具
体
的
な

信
者
の

動
向
が

示
さ
れ
て

い

る
。

例
え
ば
、

琴
の

メ

モ

に

あ
る

当
時
の

説
教

要
旨

「

世

界
を

制
覇
す
る

の

は
［

冂

本
で

あ
る

…

…
」

（

七．、一
頁
）

か
ら

著
者
は
、

同
時

代
の

状
況、

ホ

ー

リ

ネ
ス

教
会
の

立

場
を
考
察
し

て

い

る
。

キ

リ
ス

ト
教

史、
峅

究
自
体、

深
化
が
進
む

が
、

各
教
派
・

各
教
会
史
で

は

な
く、

個
人

史
を

辿
っ

て

も、

当
時
の

社
会
歴

史
的
状
況
が

考
察
で

き
る
一

例
と

言
え
よ
う

。

た

だ

し、

名

古
屋

や

奈
良
に

お
い

て
、

栄
や

琴
が

牧
会
し
て

い

た

時
代
の

キ

リ
ス

ト
教

界
や

他
宗
教
は
ど

う
だ
っ

た
の

か
な
ど
、

評

者

な
ら

気
に

な
る

と

こ

ろ

の

記
述
は

少
な
く

、

ま
た

栄
の

教
会
自
体
も
三
か

月
の

信
者

数
の

推
移
が

示
さ
れ

た

に
止
ま

り、

詳
し

く
知
り
た
か

っ

た
と

こ

ろ

も
あ
る

が
、

こ

れ
は
、

あ

く
ま
で

も

琴
が

キ

人

公
の

物
語
で

あ
る

こ

と

を
考
え
る

と

や
む

を
得

ま
い

。

教
会
史
あ
る

い

は

教
派
史
と
し

て

は
や

や
限

定
的

記
述
と

も
思
わ
れ

た

が
、

同
じ

対
象
者
を

扱
っ

た
と

し
て

も

著

者
と

評
者
の

関
心
の

違
い

は

記
述
の

差
を
生
む
こ

と

が
確

認
で

き
た

。

　

次
に、

戦
前
の

あ
る

牧

師
の

妻
の

具
体
的
生

活
が

浮
き
彫
り
に

な
っ

た

点
を

指，
摘

し
た

い
。

信
者

数
が

少
な
い

「

開
拓
伝
道
」

の

よ

う
な

「

赤

貧
」

教
会
に

お

い

て
、

妻
が

経
済
的
に

支
え
た

例
は

、

戦

後
の

事
例
は

評

者
も
知
っ

て

い

る
。

戦
前

も
同
様
に
、

牧

師
家
族
が

経
済

的
に

厳
し
い

生

活
を

送
っ

た

と
よ

く
耳
に

す
る

。

だ
が
、

こ

の

よ

う
に
一

般
向
け
単

行
本

で
、

宗
教

指
導
者
と

配
偶

者

：
豕
族
の

信
念
に

支
え
ら

れ
た

暮
ら
し
ぶ

り

が

示
さ
れ
た

と
い

う
こ

と

は

意

味
あ
る

こ

と
だ
ろ

う
（
同

時
代
的
に

貧
し

か

っ

た
人

び
と

が
少

な
く
な
か

っ

た

時

代
を
も

示
し
て

い

る
）

。

だ

が、

評
者
が
か

つ

て
、

「

プ

ラ

イ

バ

シ

ー
、

経

済、

信
仰
継

承
、

役
割
葛
藤
」

等
を

〈

牧
師
夫

人
〉

の

抱
え
る

問
題
点
と

し
て

議
論
し
た
こ

と
と

合
わ
せ

て

考
え
る

と、

少
な

く
と

も
、

「

牧

師
の

妻
と

し

て

教

会
と

信
徒
に

奉
仕

し
、

家
で

は

二

児
の

母、

学
校
で

は

先
生
と

い

う
多
忙
な

生

活
が

続
い

た
」

二

八
八

頁
）

琴
は
、

ど

の

よ

う
な

役
割

葛
藤
を

乗

り
越
え

た
の

か

110（732）
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（
そ

も
そ
も

あ
ま

り
な
か
っ

た

の

か
）

は

本

書
の

記
述

か
ら
は

あ
ま
り

読

み

取
れ

な
い

。

す
で

に

そ

の

役
割
を

終
え
て

半

世
紀
以
上

経
っ

て

い

た

時

点
で

の

聞
き
取
り
だ
か
ら
か

、

あ
る

い

は
、

教

員
と

し
て

の

職

業
生

活
に

重

点
を

置
い

て

い

た
か
ら
だ
ろ

う
か

。

牧

師
の

妻
と

し
て

他
職
に

就
い

て

家

計
へ

の

貢
献
は

十
分
果
た
し
た
が
、

そ
れ
以

外
の

彼
女
の

教
会
に

お

け

る

役
割
は

や

や

不
明
確
に

感
じ
た
（
も
ち
ろ

ん
、

文
書
伝
道
等
は

記
さ
れ

て

い

る
。

こ

れ

も

著
者
と

評
者
の

関
心
の

差
異
と
い

う
こ

と

に

な
る

だ
ろ

う）
。

　

本
書

最
後
半
は
、

琴
の

老
年
期
が

描
か

れ

て

い

る
．

評
者
は

近
年
「

宗

教

指
導
者
の

老

年
期
」

調
査
を
進
め

て

い

る

が、

琴
の

歩
み

を
読
む
と
、

評
者
の

宗
教
指

導
者
・

老
年
期
仮
説
モ

デ

ル

へ
現
役

−

・
半
現
役
↓
引
退）

の
一

典
型
で

あ
っ

た
と

心
強
く
感
じ
た

。

す
な
わ

ち、

身
体
が

健
常
な
う

ち

は
、

外
部
で

さ

ま

ざ
ま
な
伝
道
活

動
等
に

従
事
す
る

宗
教

指
導
者
（
や

熱
心

な
信
者）

た
ち
は
、

そ
の

後、

身
体
が

弱
く
な
っ

て

も

「

祈
り
」

を

大
事
に

し

な
が

ら
、

生

き

甲
斐
を
も
っ

て

日

々

生

き
て

い

く

姿
が

、

琴
の

晩

年
の

生

活
で

確

認
で

き
た

の

で

あ
る

。

著
者
は

「

祈
り
と

い

う
行
為
は

一

見、

個
人
の

内

面
で

完

結
し
た

行

為
の

よ

う
に

捉
え
ら
れ

や

す
い
」

が
、

「

祈
り
に

よ
っ

て

切

り
結
ば
れ

る
さ
ま

ざ
ま
な

社

会
的
な

関
係
性
が

示
さ

れ

て

い

る
」

（
二

六

七
頁）

と
、

琴
の

祈
り
を

分

析
し
て

い

る
。

評

者
も
こ

れ

に

全

面
的
に

同
意
す
る

。

「

祈
り
は

外
部
に

開
か
れ

て
」

（
二

六

七
頁）

お
り
、

そ
の

こ

と

で
、

身
体
の

自
由
が
利
か
な
い

状
態
で

あ
っ

て

も、

人
び

と
は

そ
れ
ま
で

の

関

係
性
の

も
と
に

祈
り
続

け
て

い

る

と

考
え

ら
れ
る

。

そ
し

て

そ
れ

は
、

評

者
の

言

葉
で

言

い

換
え
れ

ば

「

世
代
間
コ

ミ

ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
」

の
一

つ

と
＝．
口

え
る

だ
ろ

う
⊂

　
次
に、

ラ

イ
フ

ヒ

ス

ト

リ

ー

（
11

生
活

史
）

を

用
い

た

研
究
と

し
て
、

本
書
の

意
義
を．
一
点

示
し

た

い
。

　

ま

ず
匿
名
で

は

な
い

個

人
の

信
仰
生

活
を

示
し
た

点
で

あ

る
。

評

者

も、

こ

れ

ま
で

何
名
も
の

ラ

イ
フ

ヒ

ス

ト
リ

ー

を

示
し
て

き
た

が
、

い

ず

れ
も

匿
名
で

表
記
し
て

き
た
，

個
入
の

匿

名
性
に

関
し
て

社

会
調
査
論
の

分
野
で

も

議
論
さ
れ

て

き
た

。

そ
れ

ぞ
れ
に

長
短
が
あ
る

こ

と
は

改
め

て

確
認
す
る

ま
で

も
な

い

が
、

近
年
は

と

く
に、

匿
名
前
提
の

研
究
が

多．
く

示
さ
れ

て

い

る
。

イ

ン

タ

ビ
ュ

ー

の

現
場
で

は

調
査
者
・

対

象
者
と

も
に

名
前
も
顔
も

明
確
に

分
か

っ

て

い

る

個
人
同
上
で

行
わ

れ
る
が

、

そ
れ

が

不
特
定
多
数
の

第
＝ ．
者
へ

提
示
さ
れ
る

団
行
段
階
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
処

理

で

フ

ィ

ル

タ

ー

が

か

け

ら

れ

る
。

著

者
も
引
用
し
た
ラ

ィ

フ

ヒ

ス

ト

リ

ー

の

古
典
「

中

野
卓
『

口

述
の

生

活
史

』

」

の

主
人

公
内
海

松
代
さ
ん

も
コ

仮

名
」

で

あ
っ

た
。

本
書
は
、

著
者
の

祖

母
お

よ

び

教
会
で

牧
師
の

妻
を

務

め

た
と

い

う
公

的
性
質
も
あ
っ

た

と
思

う
。

そ
れ

は
、

よ

り
具
体
的
で

説

得
力
あ
る

と

同

時
に

、

公
表
に

あ
た
っ

て

は
、

著
者
の

決
意

（

の

よ

う
な

も
の〕

を

（

評
者
は
勝
手
に）

感
じ
て

い

る
。

　

次
に、

祖
母
と

孫
と

い

う

関
係
の

聞
き

取
り
に

つ

い

て

で

あ
る

。

著

者

は

こ

れ
を、

「

話

者
が

記
し
た

文
章
と

そ

れ
を

解
釈
し

た

調
査

者
と
の

関

係
性
を
含
み

込
ん

で

記
述
し
て

い

き
た

い
」

（
四

五

頁）

と

述
べ

て

い

る
。

そ
れ
も
重
要

な
観
点
だ

が、

本
書
の

戦
争
関
連
の

記
述
か

ら、

評
者
は
、

第
二

次
世

界
大
戦
の

直
接
の

体
験

者
が

逝
去
し
て

い

く
な

か
で

、

後
の

世

代
が
「

戦
争
体

験
」

を

語
り
継

ぐ
動
向
と
の

関
連
を

指
摘
し、

＝

世

代

離
れ

た
」

聞
き
取

り
の

重
要
性
を

確
認
し

た

い
。

直
接

関
係
を
持
つ

よ

り

少
し
離
れ
た

関
係
の

と

き
に

語
り
や

す
い

こ

と
は
、

評
者
も

戦
争
体
験
談

の

中
で

祖
父
母
世

代
が

孫
世

代
に

語
る

事
例
や
、

自
分
史
の

記
述
で

「

孫

た

ち
に】】、
目

っ

て

お

き
た

い
」

と

述
べ

て

い

る

も
の

を

読
ん

だ

こ

と

が

あ
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る
。

直
接
口
常
的
に

関
わ
る

親
子
間
で

は
、

戦
争
体
験
の

よ

う
な
悲
惨
な

体
験
を
語
る

こ

と

は

で

き

ず
、

む

し
ろ
一

世
代
空

け、

あ
る

時
期
を
経
て

語
る

と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

今
回
の

琴
の

語
り
は
、

ま
さ
に

孫
だ

か
ら

聞

き

取
れ

た

と
い

う
こ

と
も

あ
る

の

で

は

な
い

か
。

そ
し
て

、

同
時
に

子

世

代
（
著
者
の

親
世
代）

へ

の

聞
き
取
り
も

十
分
な
さ
れ
て

お

り、

記
憶
の

齟
齬
な
ど
の

箇
所
を

並
列
さ

せ

る

こ

と

で
、

語
り
の

差
異
を

、

あ
え
て

そ

の

ま
ま
提

示
す
る

こ

と
で

、

今
後
の

読
者
た

ち
に

よ

る

分
析
に

も
役
立
つ

と
思
わ
れ

る
。

　

な
お

、

些
細

な
こ

と

に
な
る

が
、

一

読

者
と
し

て

は
、

五

ニ

ー
五

三

頁

の

よ

う
な

詳
細

な
家
系
図
と
は

別
に
、

琴
お
よ

び

夫
の

栄
の

親
族
を
含
め

た
登

場
人

物
が

明
確
に

分
か

る

簡
略
化
し
た

人
問
関

係
図
お
よ

び
、

琴
に

関
連
す
る

略
年
表
が

あ
れ
ば

（

本
書
4
・

5
章
を

読
み

進
め
る

と

き
に）
、

よ
り
分
か

り
や

す
く
な
っ

た
だ
ろ

う
と

思
っ

た
。

　

さ
て

、

上

記
の

よ

う
に

、

本
書
の

貢
献
は

多
岐
に
わ
た
る

。

引
用
し
て

い

た

だ
い

た

拙
著
刊
行
後

、

こ

の

方
面
で

ま
と

ま
っ

た

成
果
を
示
せ
て

い

な
い

評
者
に

は
、

ま

さ
に
叱
咤

激
励
を

受
け
た

気
が
し
た
と
正

直
に
述
べ

な
け
れ
ば

な
ら

な
い

。

民

俗
学
・

文
化
人

類
学
を

専
門
と
し

、

口

頭
伝

承

や
祭
礼
行

事
研

究
等
で

重

要
な

成
果
を
挙
げ
て

き
た

著
者
が
、

分
野
を

超

え
た

形
で

本
書
を

刊
行
す
る

ま
で
、

女
性
の

キ
リ

ス

ト

者
の

牛

活
史
が、

（
個
別
教

会
史
の
一

部
や

逝
去

後
に

著
さ

れ
る

記
念
誌
等
以

外
に）

こ

の

よ

う
に

ま
と
ま
っ

て

（

一

般
読
者
を
想
定
し

て
）

示
さ
れ
た
こ

と

は
ほ
と

ん

ど

な
い

。

著

者
と

琴
さ
ん

に

心
よ

り
感
謝
し
た
い

。

櫻
井

治
男
著

『

地
域

神
社
の

宗
教
学
』

A5

判

弘
文
堂

　
二

〇
一

〇

年
一

二

月
一

五
日

刊

…
皿

土
二

八

四

＋
・
11

頁

　
五

〇
〇

〇

円
＋

税

由

　
谷

　
裕

　
哉

　
本

書
は
、

『

蘇
る

ム

ラ

の

神
々
』

（
大
明
堂

、

冖

九
九
二

年）

に

続
く、

櫻
井

治
男
氏

2
九

四
九

年
生
ま
れ
、

皇
學
館

大
学
教
授）

の

二

番
目
の

単
著
で

あ
る

。

　
構

成
は

全
四

編
か

ら
な

り、

第
一

編
の

前
に

全

体
の

構
成
を

位

置、
つ

け

る
序
が

置
か
れ
て

い

る
。

以
下
に

、

章
の

サ
ブ
タ

イ
ト
ル

を

省
略
し
た

う

え
で
、

構
成
の

詳
細

を
示
す
こ

と
に

す
る

。

　
序

第
一

編
　
近
代
日

本
と

地
域

神
社
へ

の

視
角

　
第
一

章
　
近

代
［

［

本
の

神
社

信
仰
と

地
域
社

会

　
第
二

章
　
明
治
初

期
の

「

神
社
」

調
べ

　
第
三

章
　
明
治
初

期
の

「

神
社
」

調
べ

と

地

域
神
社

第
二

編
　
神
社
整
理
と

地
域
の

神
社
復
祀

　
第
一

章

　
「

家
郷
」

を
め

ぐ
る

地
域

神
社
と

共
同
性

　
第
二

章

神
社
合

併
と

稲
荷

社

　
第
三

章
　
地
域

社
会
の

変

動
と

宗
教
伝
統
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